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『襷〜みんなで手をつなごう〜』×がんばろう栄村

津
南
町
80
集
落
・
栄
村
38
集
落

『
襷
～
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ご
う
～
』×
が
ん
ば
ろ
う
栄
村

笑
顔
届
け
ま
し
た
。

津
南
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
津
南
町
の
こ
こ
ろ
を

ひ
と
つ
に
し
た
い
と
、
全
集
落
を
ラ
ン
ナ
ー
が
襷
で
つ

な
ぐ
駅
伝
が
３
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
同
じ
東
日
本
大
震
災
（
長
野
県
北
部
地
）
の

被
害
を
受
け
た
津
南
町
（
新
潟
県
）
と
栄
村
（
長
野
県
）

が
県
境
を
越
え
て
協
力
し
、
新
た
な
仲
間
を
加
え
て
、

両
町
全
１
１
８
集
落
約
２
５
０
㎞
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

３
年
前
、
津
南
町
を
中
心
に
駅

伝
大
会
な
ど
に
参
加
す
る
駅
伝

チ
ー
ム
「
心
友
懸
走
会
」
が
、
町
を

ひ
と
つ
に
し
た
い
と
、
町
内
全
集
落

を
走
っ
て
ま
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め

ま
し
た
。
県
内
外
の
駅
伝
大
会
で
上

位
入
賞
す
る
実
力
を
持
つ
こ
の
団
体

で
す
が
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
も
交
え
、
駅
伝
以
外
の
活
動
も
広

く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
、
東
日
本
大
震

災
（
長
野
県
北
部
地
震
）
の
被
害
を

受
け
た
津
南
町
を
、
そ
し
て
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
隣
の
栄
村
と
い
っ

し
ょ
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、新
た
な
仲
間
と
し
て
、栄

村
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
陸
上
部
、
自
転

車
ク
ラ
ブ
の
Ｔ
Ｂ
Ｃ（
津

南
町
）、
お
お
ぞ
ら
自
転

車
ク
ラ
ブ（
飯
山
市
）
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、両
町

村
１
１
８
集
落
２
５
０

㎞
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
と
、
両

町
村
全
集
落
の
写
真
を

掲
載
し
ま
す
。誰
が
写
っ

て
い
る
か
な
〜
。

笹　沢
エリア

芦ヶ崎・上郷
エリア

陣場下十二ノ木鹿渡新田外丸割野相吉烏帽子宮野原下足滝小下里

押付岡

芦ケ崎

赤沢

谷内

出浦

大谷内

上日出山

下日出山

朴木沢

上加用

下加用

小池

寺石

子種

上郷逆巻

越手

羽倉

上野

今井

田中

反里

灰雨

正面卯ノ木鹿渡巻下美雪町城原前子亀岡上足滝リバーサイド信濃

下船渡本村駒返り辰ノ口小島大割野中子百ノ木大井平穴山段野団地

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

つ
な
げ
る
ん
だ
ね
。
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『襷〜みんなで手をつなごう〜』×がんばろう栄村

栄　村
エリア

秋山郷
エリア

雪坪船山

船山新田

志久見中深見

柳在家石坂

切欠秋成

長瀬反里口

当部逆巻

穴藤

太田新田

北野清水川原

中野結東

極野前倉

天代五宝木

笹原

野口

切明

屋敷

平太郎

当部新田

和山

長瀬新田

上野原

堀切

小赤沢

登渡

大赤沢

坪野

大久保

所平

大場

見玉

見倉

程久保

美穂

野田沢

源内山

月岡

小滝

天地横倉越渡

豊郷

米原

堂平

津原

平滝朴ノ木坂

白鳥貝坂

上段 青倉

中条

森

泉平

箕作

栄
村
も
全
部

ま
わ
っ
た
よ
！

やったー！

また来年も会いましょう！

道
路
の
被
害
も

ま
だ
ま
だ
あ
る
な
ぁ
。

ゴール!!



A
n

n
uity corn

er

年
金
コ
ー
ナ
ー
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３
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
農
業
委

員
の
統
一
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
津
南
町
で
は
、
新
人
６
人
を
含

め
、地
域
か
ら
の
選
挙
委
員
が
14
名
、

議
会
、
農
協
、
土
地
改
良
区
、
共
済

組
合
か
ら
の
選
任
委
員
が
４
名
の
18

名
の
委
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
女
性
委
員
が
３
名
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、地
域
の
農
業
・
農

村
の
発
展
の
た
め
、
優
良
農
地
の
確

保
と
有
効
利
用
、担
い
手
の
育
成
・
確

保
な
ど
、
農
地
制
度
の
適
正
執
行
と

農
業
振
興
に
向
け
た
構
造
政
策
の
推

進
を
行
政
委
員
会
と
し
て
担
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
新
た
な
農
地
制
度
の

も
と
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
認
可

を
は
じ
め
、
遊
休
農
地
へ
の
指
導
な

ど
、
農
業
委
員
会
が
果
た
す
役
割
は

よ
り
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

遊
休
農
地
の
解
消
と
優
良
農
地
の
確

保
、
農
家
に
対
す
る
訪
問
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
声
を

積
み
上
げ
、
農
政
に
反
映
す
べ
く
努

力
い
た
し
ま
す
。

　
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

農
業
委
員
会
の

窓

津
南
町
農
業
委
員
会

振興部会長

高橋　松人
（小島）

樽田・押付・小島・巻下・外丸・辰ノ口・鹿渡・鹿渡新田

農政副部会長

石田　宏
（赤沢）

芦ヶ崎・陣場下・大船団地

村山　道明
（割野）

正面・大割野・割野・美雪町

農政部会長

桑原　高三
（十二ノ木）

十二ノ木・上段・下船渡本村・貝坂

八重沢　敏明
（亀岡）

大井平・亀岡・今井・灰雨・子種

高橋　悦子
（谷内）

岡・谷内・谷内ファームハイツ

中田　人士
（堂平）

堂平・津原・豊郷・所平・大場・美穂・源内山

涌井　益夫
（穴山）

羽倉・越手・寺石・穴山・足滝

振興副部会長

樋口　久子
（反里口）

秋成・反里口・石坂

藤木　正光
（米原）

朴ノ木坂・越渡・米原

清水　作一郎
（田中）

上野・上田小池・田中・反里・小下里

宮澤　由美
（赤沢）

赤沢・新規就農者

志賀　義明
（船山）

中深見・船山・船山新田

大島　美英
（駒返り）

卯ノ木・駒返り

会長職務代理

涌井　　直
（相吉）

中子・城原・相吉

中澤　義一
（見玉）

太田新田・見玉・穴藤・逆巻・結東・前倉・見倉清水川原・大赤沢

中島　一具
（小池）

小池・下加用・上加用・百ノ木・出浦・日出山

ピ
ロ
リ
ー
菌

津
南
病
院
内
科
医
長
　
藤
川
　
透

皆
さ
ん
は
ピ
ロ
リ
ー
菌
と
い
う
も
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
正
式
に
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ

リ
ー
菌
と
い
い
ま
す
が
、
経
口
的
に
感
染
し
て
、

主
に
胃
粘
膜
に
存
在
し
、
繰
り
返
す
胃
潰
瘍
や
萎い

縮し
ゅ
く

性せ
い

胃
炎
の
原
因
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
本
態
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
う

病
気
や
胃
癌
の
一
部
に
も
ピ
ロ
リ
ー
菌
感
染
が
関

与
し
て
い
る
事
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ピ
ロ
リ
ー
菌
が
体
内
に
い
る
か
ど
う
か
は
、
胃

カ
メ
ラ
中
の
胃
生
検
（
胃
の
粘
膜
を
つ
ま
ん
で
調

べ
る
）
も
し
く
は
呼
気
検
査
（
尿
素
呼
気
法
）
で

当
院
で
も
調
べ
ら
れ
ま
す
。
尿
素
呼
気
法
は
当
院

の
人
間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
ー
菌
感
染
が
確
認
さ
れ
、
な
お
前
述
の

疾
患
を
持
っ
て
い
る
か
た
は
除
菌
療
法
と
い
う
治

療
法
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
ピ
ロ

リ
ー
菌
陽
性
と
い
う
だ
け
で
は
除
菌
療
法
は
で
き

な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）
除
菌
療
法
は
、

抗
生
剤
二
種
と
抗
潰
瘍
剤
の
計
三
種
の
薬
剤
を
一

週
間
内
服
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
、
そ
れ
で
除

菌
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
二
次
除
菌
法
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。

ご
自
分
が
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
た
か
た
は
ぜ

ひ
当
院
内
科
外
来
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔7月〕
	 26日	 町村議会広報研修会（新潟市）
〔8月〕
	 2日	 全員協議会
	4日～5日	 町村監査委員研修（新潟市）
	 5日	 議会報№183号発行
	 10日	 22年度事業現地監査
	 10日	 22年度財政健全化審査

	＜今後の行事予定＞
〔8月〕
	 26日	 第3回津南町議会定例会一般質問締め切り
	 29日	 議会運営委員会
〔9月〕
	 2日	 全員協議会
	6日～7日	 第３回津南町議会定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
	 3700日	 中島博稔（陣場下）
	 3500日	 桑原マサノ（貝坂）	
	 3000日	 桑原正輝（豊郷）
	 1600日	 柳沢　茂（陣場下）
	 400日	 和久井かつ子（大割野）	
	 200日	 柳沢ミサ（陣場下）	
	 100日	 涌井スズイ（外丸）福原一井（外丸）江

村海里（外丸）齋喜幸成（外丸）根津佐
智子（船山新田）丸山ヨシミ（外丸）大
倉あさ陽（小下里）、若井栄一（穴山）	

主な運動：ラジオ体操、健骨体操、さわやかスポーツ教室参加など。

健康体力づくり100日運動

　

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

あ
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
か

た
は
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
か
た
で
す
。

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
か
た
は

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
か
た
も

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
か
た
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年

間
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料

額
の
２
４，
０
０
０
円
（
４
０
０
円

×
60
カ
月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給

さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額
１
２，

０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
60
カ
月
）

と
な
り
、
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給

す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法

　
付
加
年
金
に
申
し
込
ま
れ
る
か
た

は
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、

お
申
し
込
み
月
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、

納
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

任
期
満
了
に
伴
う
津
南
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
７
月
５
日
に
告
示
さ

れ
、
立
候
補
者
が
14
人
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
選
挙
委
員
14
人
、
選
任
委
員
４
人
の
計
18

人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

会長　上村芳男

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
結
果
が

出
た
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位
３
位
ま
で
を

掲
載
し
ま
す
。（
　
）は
学
校
名
敬
称
略

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
中
澤
桜
紀（
津
南
）②
清
水
愛

（
津
南
）③
大
平
実
菜（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
小
島
愛
加（
津
南
）②
根
津
美

里（
津
南
）
③
大
平
実
菜（
津
南
）・
山
岸
優
梨

（
津
南
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
①
高
橋
奏（
芦
ケ
崎
）②
中

澤
桜
紀（
津
南
）③
根
津
美
里（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
半
戸
育（
芦
ケ
崎
）※
大

会
新
記
録

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
中
島
優
香（
外
丸
）

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
半
戸
育（
芦
ケ

崎
）②
高
橋
奏（
芦
ケ
崎
）

第
43
回
津
南
町
小
学
校

　
　
親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
28
日
開
催
　
会
場

：

津
南
小
学
校
）

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
が
取
り
扱
っ
て

い
る
、十
日
町
市・
津
南
町
に
本
店・
主
た
る
事
務

所
等
を
置
く
会
社
や
法
人
の
登
記
事
務
に
つ
い
て
、

９
月
20
日
㈫
か
ら
新
潟
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、会
社
や
法
人
の
登
記
に
係
る
登
記
事

項
証
明
書
、印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務（
動
産
・

債
権
譲
渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書

の
交
付
事
務
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
十
日
町
支
局
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

　

ま
た
土
地
や
建
物
の
登
記
事
務（
不
動
産
登

記
事
務
）に
つ
い
て
は
、取
り
扱
い
の
変
更
は
な
く
、

今
ま
で
ど
お
り
十
日
町
支
局
で
取
り
扱
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
　
法
人
登
記
部
門

　
℡
０
２
５
‐
２
２
２
‐
１
５
６
１

　
（
自
動
音
声
案
内
）

　

平
成
23
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
土
木
及
び
、
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒

業
し
た
人

⑵
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上
を
有

す
る
人

⑶
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間

　
８
月
29
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈮

■
受
付
場
所

　
津
南
町
役
場
建
設
課（
申
込
用
紙
も
建
設
課

に
あ
り
ま
す
。）

■
受
験
講
習（
参
加
は
任
意
で
す
）

・
講
習
日
　
10
月
25
日
㈫

　

津
南
町
は
文
部
科
学
省
か
ら
の
調
査
依
頼
を

受
け
、体
力
・
運
動
能
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、国
民
の
体
力
・
運
動
能
力
の
現

状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
と
行
政
上
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

測
定
内
容
は
握
力（
筋
力
）、上
体
起
こ
し（
筋

持
久
力
）、長
座
体
前
屈（
柔
軟
性
）、反
復
横
跳

び（
敏
捷
性
）、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
全
身
持
久

力
）、立
ち
幅
跳
び（
瞬
発
力
）の
６
項
目
で
す
。

ご
自
身
の
体
力
を
把
握
し
、健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
た
に

は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
７
日
㈬
　
午
後
７
時
〜
受
付

■
会
場
　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　
25
歳
〜
64
歳
ま
で
町
民
の
か
た

■
持
ち
物
　
上
履
き
　
タ
オ
ル

　
（
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
先
着
36
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
そ
の
他

実
施
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
応
急
手
当
以
外

の
責
任
は
お
い
ま
せ
ん
。
各
自
保
険
に
お
入

り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
８
月
30
日
㈫

　
※
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

〜「
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る
相
続
・

　
　

成
年
後
見
・
介
護
・
福
祉
無
料
相
談
会
」〜

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
は
接
種
希
望
者
が
た

い
へ
ん
多
く
、全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し

て
お
り
ま
し
た
が
、国
の
通
知
に
よ
り
初
回
の

接
種
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

■
助
成
対
象
者

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
女
子

■
助
成
期
間

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
接
種
方
法

初
回
、初
回
か
ら
１
カ
月
後
、初
回
か
ら
６
カ

月
後
の
合
計
３
回
接
種
し
ま
す
。
助
成
期
間

内
に
接
種
し
終
え
る
に
は
、
９
月
末
ま
で
に

初
回
接
種
を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
対
象
者
に
送
付
し
た
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班
　

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

計
量
法
に
よ
り
、２
年
に
１
回
の
特
定
計
量

器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は「
特
定
計
量
器
使
用
者
調

査
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
調
査
書
は
地
域

振
興
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）。

■
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
の
具
体
例

・
商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
で
、
商
品
の
計
り

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載会

社
・
法
人
登
記
事
務
の

　
取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す
！

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

認
定
試
験
及
び
受
験
講
習
会

自
分
の
体
力
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
一
斉
無
料

　
　
成
年
後
見
相
談
会

子
宮
頸
が
ん

　
　
予
防
接
種
の
再
開

計
量
器
の
定
期
検
査

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間
　法務局と人権擁護委員連合会では、
９月５日㈪～１１日㈰までを「高齢者・
障害者の人権あんしん相談」強化週間
として、法務局職員または人権擁護委
員が高齢者・障害者のさまざまな人権問
題に関する電話相談を受け付けます。次
のとおり、土、日も相談に応じますので、
ご利用ください。

■電話番号　0570-003-110
　（全国共通人権相談ダイヤル）

■相談時間
　・9月5日㈪〜9日㈮

　　　午前8時30分〜午後７時

　・9月10日㈯〜11日㈰

　　　午前10時〜午後5時

PICK UP!

・
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付
開
始
午
後
１
時
）

・
会
場
　
ハ
イ
ブ
長
岡

・
受
講
料
　
５，
０
０
０
円

■
認
定
試
験

・
試
験
日
　
11
月
20
日
㈰

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
（
入
場
時
間
午
前
９
時
〜
９
時
45
分
）

・
会
場
　
長
岡
新
産
管
理
セ
ン
タ
ー

・
受
験
料
　
３，
０
０
０
円

■
そ
の
他

試
験
等
に
必
要
な
書
類
は
、
８
月
下
旬
か
ら

お
渡
し
で
き
る
予
定
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
建
設
課
　
上
下
水
道
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
６

・
㈶
新
潟
県
下
水
道
公
社
　
総
務
課

　
℡
０
２
５-

２
７
１-

１
１
５
１

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
と
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
共
催
及
び
社
団

法
人
新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
の
協
賛
で
標
記
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
、知
的
障
害
者
、身
体
障
害
者
、精
神

障
害
者
の
か
た
の
相
続
・
遺
言
・
介
護
・
福
祉
・
成

年
後
見
申
立
な
ど
に
関
わ
る
問
題
に
つ
き
、司

法
書
士
及
び
社
会
福
祉
士
が
相
談
を
お
受
け
し
、

問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。な

お
、相
談
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
、相
談
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
19
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
会
場

・
新
潟
会
場

ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル（
コ
ー
プ
シ
テ
ィ
花
園
）

（
新
潟
市
中
央
区
花
園
１
‐
２
‐
２
）

・
長
岡
会
場

　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
　
２
階

　
（
長
岡
市
大
手
通
２
丁
目
２
‐
６
）

■
そ
の
他

　
相
談
は
原
則
予
約
制

■
お
問
い
合
わ
せ

　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

　
℡
０
２
５
‐
２
２
８
‐
１
７
２
７

売
り
に
使
用
す
る
も
の

・
病
院
・
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用

の
も
の

・
病
院
・
医
院
・
診
療
所
・
保
健
所
・
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
の
も
の
（
体
重
計
）

・
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物
運
賃
の
算
出
な
ど
に

使
用
す
る
も
の
（
宅
配
便
の
取
次
店
も
含
む
）

・
農
業
・
漁
業
な
ど
に
従
事
す
る
者
が
、
農
産

物
・
水
産
物
な
ど
の
計
り
売
り
又
は
出
荷
の

た
め
に
使
用
す
る
も
の

・
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料
の
購
入
・
製

品
の
販
売
・
出
荷
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

※
定
期
検
査
を
受
け
な
い
特
定
計
量
器
を
取
引

ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
と
、
計
量
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
調
査
書
の
提
出
期
限

　
８
月
30
日
㈫

■
定
期
検
査
実
施
日

　
９
月
20
日
㈫
〜
21
日
㈬

※
詳
し
い
日
時
は
後
日
、
新
潟
県
計
量
協
会
か

ら
、個
別
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

■
検
査
実
施
会
場

　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
検
査
手
数
料

　
検
査
当
日
に
会
場
で
現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
地
域
振
興
課
　
商
工
観
光
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
５
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 雨のち晴れ、幸せ満開
— 7/31 ひまわりウェディング —

 床下浸水７棟、農地被害多数
— 平成23年7月 新潟・福島豪雨 —

 みんなで韓国に行ってきたよ
— 8／2〜5　韓国ヨジュ郡ホームステイ —

　7回目をむかえたひまわりウエディング。今年のカップル

は、加茂市の中村夫妻です。たくさんの参列者に祝福され幸せ

いっぱいの結婚式になりました。

　7月27日から降り続いた豪雨により県内各地に被害をもた

らした「平成23年7月新潟・福島豪雨」。津南町でも住宅床下浸

水7棟の被害のほか、土砂崩れや畔が崩れるなどの被害を受

けました。

　町内小中学生33名が友好交流都市の韓国ヨジュ郡へホー

ムステイに行って来ました。子どもたちは、2日間一般家庭

に寝泊まりし、韓国の暮らしを体験してきました。

↑ 住宅脇を流れる雨水（卯ノ木の神社脇）

↑ヨジュ郡のほか、首都ソウルの宮廷「景福宮（キョンボックン）」にも
行きました。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

↑特設ステージ前で踊るよさこい津南。

↑迫力の演奏を披露した「火焔太鼓」

↑なでてみよう。なじょもんの「ご神木」

↑韓国ヨジュ郡から、郡主が訪れました。

↑栄村からかけつけてくれた栄ふるさと太鼓

↑マルマルモリモリ♪とってもかわいい !!

↑たくさんのかたが参加した民謡流し ↑胎内の「やらにゃん」も応援にきました。

↑津南からは、竜神太鼓が披露されました。

津南まつり
第32回

7月23日㈯

　夏のはじまり恒例の「津南まつり」が行われました。今年もイベン
トを1日にギュッと凝縮した濃密スケジュールでの開催となりました。
　役場駐車場に設置された特設ステージを中心にたくさんの出演者が
会場を盛り上げ、国道を通行止めにした民謡流しやお祭りパレードな
ど見どころ満載のまつりとなりました。今年は、栄村と会場を結ぶシャ
トルバスも運行され、3 月で被災した町と村がひとつになって盛り上
がりました。その効果もあってか、例年より会場はたくさんの人でに
ぎわいました。

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
鳴
海
匡
祐（
津
南
）②
風
巻
尋

翔（
外
丸
）③
久
保
田
豊（
上
郷
）

１
０
０
ｍ
自
由
形
①
滝
沢
修
斗（
外
丸
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
若
井
潤（
上
郷
）②
鳴
海
匡
祐

（
津
南
）③
小
林
甲
兒（
上
郷
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
①
風
巻
孝
仁（
津
南
）②
志

賀
世
那（
中
津
）③
小
林
甲
兒（
上
郷
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
風
巻
孝
仁（
津
南
）※
大

会
新
記
録
②
風
巻
駿
也（
外
丸
）③
小
野
塚
匠

（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
山
田
恭
平（
津
南
）②
小
野
塚

賢
人（
津
南
）③
藤
ノ
木
晴
哉（
中
津
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
金
子
ま
い
な（
芦
ケ
崎
）②
服

部
未
咲（
津
南
）③
山
田
紗
永（
中
津
）

１
０
０
ｍ
自
由
形
①
富
澤
歩
美（
中
津
）②
藤

木
音
羽（
津
南
）③
樋
口
真
紀（
芦
ケ
崎
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
江
村
凛
莉
香（
外
丸
）②
服
部

未
咲（
津
南
）③
宮
澤
唯
南（
津
南
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
①
板
場
日
和（
津
南
）②
涌
井

ダ
ニ
エ
ル（
芦
ケ
崎
）③
江
村
凛
莉
香（
外
丸
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
樋
口
知
恵（
中
津
）②
板

場
日
和（
津
南
）③
江
口
由
麻（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
粉
川
向
日
葵（
上
郷
）②
江
村

睦（
外
丸
）③
山
田
紗
永（
中
津
）

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
粉
川
向
日
葵

（
上
郷
）
②
富
澤
歩
美（
中
津
）
③
樋
口
知
恵

（
中
津
）

■
リ
レ
ー
種
目
女
子

２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

①
芦
ケ
崎
②
津
南
Ａ
③
中
津

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）
①

芦
ケ
崎
Ａ
②
津
南
Ａ
③
中
津
Ａ

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
中
澤
知
之（
中
津
）②
涌
井
夏

輝（
外
丸
）③
鈴
木
滉
也（
中
津
）

１
０
０
ｍ
自
由
形
①
山
本
晴
輝（
津
南
）②
桑

原
淳
哲（
中
津
）③
番
場
大
暉（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
風
巻
竜
雅（
津
南
）②
渡
邊
航

（
中
津
）③
小
島
莞
旦（
津
南
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
①
風
巻
竜
雅（
津
南
）②
小

島
莞
旦（
津
南
）③
金
田
啓
佑（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
中
澤
知
之（
中
津
）②
森

口
朋
也（
上
郷
）③
桑
原
悠
登（
外
丸
）

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
恩
田
優（
津
南
）※

大
会
新
記
録
②
桑
原
淳
哲（
中
津
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
金
田
啓
佑（
津
南
）②
福
原
秀

斗（
津
南
）③
村
山
雄
太（
上
郷
）

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
①
島
田
悠
弥（
津
南
）②
丸

山
萌
斗（
津
南
）

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
渡
邊
航（
中
津
）

②
恩
田
優（
津
南
）③
山
本
晴
輝（
津
南
）

■
リ
レ
ー
種
目
男
子

２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

①
津
南
Ａ
②
中
津
③
津
南
Ｂ

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）
①

中
津
Ａ
②
津
南
Ａ
③
津
南
Ｂ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
⑨

○
モ
デ
ル
事
業
を
振
り
返
っ
て

　
町
で
は
平
成
21
年
度
、
22
年
度
の
２
年
間
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
『
認
知
症
地
域
支
援

体
制
構
築
等
推
進
事
業
』
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
モ
デ
ル
事
業
は
平
成
22
年
度
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
が
、
事
業
の
目
的
で
あ
る
、『
認
知
症

の
か
た
や
家
族
が
地
域
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち
』
を
目
指
し
て
引
き
続
き
町
と
し
て
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
３
つ
の
部
会
で
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
部
会
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
、
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

☆
予
防
・
受
診
部
会

〜
早
期
発
見
・
相
談
・
受
診
の
た
め
の
普
及
啓

発
・
体
制
づ
く
り
〜

○
予
防
及
び
普
及
啓
発

・
町
民
の
皆
様
へ
の
認
知
症
意
識
調
査
の
実
施

　（
平
成
22
年
12
月
〜
23
年
１
月
に
か
け
て
実
施
）

・
水
中
運
動
教
室
、
健
骨
体
操
教
室
の
参
加
者

増
と
地
区
拡
大
（
３
会
場
増
で
29
会
場
）

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
実
施
会
場
の
拡
大
（
２

会
場
増
で
12
会
場
）

・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
訪
問
活
動
の
実
施

○
早
期
発
見

・
早
期
発
見
の
た
め
の
『
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
の
作
成
（
中
条

第
二
病
院
須
賀
先
生
提
案
）

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
病
院
、
行
政

窓
口
で
の
相
談
窓
口
の
開
設
（
13
カ
所
）

・
専
門
医
に
よ
る
相
談
会
の
開
催
（
年
４
回
）

・
事
業
周
知
（
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
）

☆
関
係
機
関
職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
検
討
部
会

　
〜
関
係
機
関
の
連
携
・
資
質
向
上
〜

・
研
修
会
の
開
催
（
認
知
症
の
理
解
、
認
知
症

介
護
の
視
点
・
対
応
方
法
を
学
ぶ
）
６
回
開
催

・
事
例
検
討
（
報
告
）
会
の
開
催
　
５
回
開
催

・
事
例
集
の
作
成

・
介
護
職
員
対
象
に
事
業
実
施
前
後
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
実
施
（
課
題
と
対
応
策
の
検
討
）

～
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
～

認
知
症
の
か
た
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て

☆
見
守
り
支
援
部
会

　
〜
見
守
り
支
援
の
充
実
〜

○
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
。

・
認
知
症
寸
劇
の
披
露
（
町
敬
老
式
、
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
（
18

回
、
４
０
５
名
養
成
）

・
老
人
ク
ラ
ブ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
選
出

（
25
名
）

・
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
認
知
症
地
域
支
援
ガ
イ
ド
の
作
成
・
配
布

○
語
れ
る
場
・
支
え
合
う
場
作
り

・
介
護
者
の
つ
ど
い
の
開
催
　
６
回
開
催

・
男
性
介
護
者
の
会
開
催
　
　
１
回
開
催

○
対
応
方
法
の
学
習（
息
き
抜
き
の
場
）

・
在
宅
介
護
教
室
の
開
催
　
　
　
９
回
開
催

・
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
　
２
回
開
催

○
認
知
症
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
今
年
は
じ
め
に
か
け
て
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
、
認
知
症
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
の
一
部
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
今
後
の
認
知
症
対

策
の
参
考
に
し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
た

の
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

配
布
数
　
　
　
７，
５
０
０

回
収
数
　
　
　
５，
６
９
０

有
効
回
答
数
　
５，
１
７
６

・「
認
知
症
」
を
病
気
だ
と
思
い
ま
す
か
。

①
病
気
だ
と
思
う
　
３，
３
３
９（
64.

５
％
）

②
思
わ
な
い
　
　
　
　
　
　
５
３
９

③
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
　
３
１
０

・「
認
知
症
」
と
聞
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が

わ
き
ま
す
か
。

①
か
わ
い
そ
う
　
１，
２
１
７
（
23.

５
％
）

②
怖
い
　
　
　
　
５
７
８

③
危
な
い
　
　
　
６
６
３

④
悲
し
い
　
　
　
９
５
５

⑤
わ
か
ら
な
い
　
６
５
２

・
認
知
症
に
対
す
る
不
安
や
心
配
が
あ
り
ま
す
か
。

①
あ
る
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
）

　
　
２，
６
８
９
（
52
％
）

②
な
い
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
な
い
）

　
　
１，
１
４
０
　（
22
％
）

③
わ
か
ら
な
い
　
９
２
０

・
津
南
町
は
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
や
さ
し
い（
暮
ら
し
や
す
い
）町
で
す
か
。

①
そ
う
思
う
（
少
し
は
そ
う
思
う
）

　
１，
０
１
５
（
19.

６
％
）

②
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

　
２，
７
５
０
（
53
％
）

③
そ
う
思
わ
な
い
　
３
２
３

・「
認
知
症
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た

時
に
、
最
も
参
加
し
た
い
と
思
う
も
の
は
ど
れ

で
す
か
。

①
認
知
症
予
防
の
た
め
の
事
業

　
１
，
７
７
０
（
34.

２
％
）

②
認
知
症
講
演
会

　
８
２
８
（
16
％
）

③
認
知
症
相
談
会

　
５
９
８
（
11.

５
％
）

健
康
に
つ
い
て村

山
雅
美
さ
ん
（
十
二
ノ
木
）

健
康
に
つ
い
て
原
稿
を
依

頼
さ
れ
た
た
め
に
、
自

分
が
普
段
ど
ん
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
考
え
て
み

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
思
い
返
し
て
み
る

と
日
常
で
健
康
に
つ
い
て
特
に

意
識
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
他
の
人
と
比
較
し

て
自
分
だ
け
が
取
り
組
ん
で
い

る
か
な
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
考
え

て
見
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
か
ら
し
て
い

ま
す
。
今
は
週
１
回
や
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
中
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
よ
り
遊
び
の
延
長
の
よ
う
な

感
じ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
20
代
か

ら
40
代
と
幅
広
く
、
い
っ
し
ょ
に

ボ
ー
ル
を
追
っ
か
け
て
い
ま
す
。

無
心
に
な
っ
て
汗
を
か
き
、
そ
れ

が
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
と
な
っ
て

い
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
は
朝
食
で
す
。
朝
、
食

べ
な
い
時
は
身
体
が
だ
る
い
感
じ

が
し
ま
す
。
朝
食
は
一
日
の
活
力

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
朝
は
な
る
べ
く
食

べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
も
な

い
の
で
、
な
ん
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま

す
。
今
は
家
で
採
れ
た
野
菜
も
た
く
さ
ん
食

べ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
も
な
く
今

も
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
健
康
を
意
識
し

て
い
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
適

度
な
運
動
と
食
事
が
健
康
に
つ
な
が
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
救
急
医
療
を

　
　
　
　
受
診
す
る
た
め
に

毎
年
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」
で
あ
り
、

「
救
急
の
日
」
を
含
む
一
週
間
は「
救
急

医
療
週
間
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、「
夜
間
の
ほ
う
が
空
い
て
い
る
か
ら
」、

「
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

軽
い
症
状
で
も
病
院
の
休
日
や
夜
間
の
救
急
外

来
を
受
診
す
る
か
た
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
そ

う
で
す
。こ
の
た
め
、早
急
に
治
療
を
受
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
症
患
者
へ
の
対
応
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
じ
ょ
う
ず
に
医
療
機
関
を
利
用
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
次
に
あ
げ
ま
す
。

■「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
な
ら
、
普
段
の

体
調
や
、家
族
の
様
子
、病
歴
な
ど
も
知
っ
て
い

る
上
で
診
察
し
て
も
ら
え
ま
す
。
他
の
診
療
科

や
総
合
病
院
の
受
診
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
か
か

り
つ
け
医
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。
気
軽
に

何
で
も
相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
、

早
め
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
で
き
る
だ
け
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し

ま
し
ょ
う

　
昼
間
の
診
療
時
間
内
な
ら
、
医
師
だ
け
で
な

く
、医
療
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、検

査
や
投
薬
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
夕
方
に
診
療

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
仕
事

帰
り
に
受
診
で
き
ま
す
。

■
休
日
救
急
当
番
医
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
広
報
つ
な
ん
お
知
ら
せ
版
の
一
面
に
毎
回
休

日
救
急
当
番
医
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
子
さ
ん
の
急
病
の
際
に
は「
新
潟
県

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。こ
れ
は
、医
療
機
関
が
休
み
の
土
曜
日
、日
曜

日
、祝
日
な
ど
の
夜
間
に
、お
子
さ
ん
の
急
病（
発

熱
、嘔
吐
、下
痢
な
ど
）で
困
っ
て
い
る
か
た
の
た

め
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師
が
、必
要
に
応
じ
て

小
児
科
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

［
新
潟
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
］

　
電
話
番
号

　
な
お
、ケ
ガ
や
急
病
等
で
、緊
急
に
病
院
に
い

く
必
要
が
あ
っ
て
、
軽
症
か
重
症
か
判
断
で
き

な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
に
通
報
し
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
０
２
５
‐
２
８
８
‐
２
５
２
５

　
ま
た
は
♯
８
０
０
０

（
午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
）で
す
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

弥生 ―Ma r c h―

いとうひろし／作・絵　971円（税別）

「だいじょうぶ だいじょうぶ」

おじいちゃんから教わったよ。―ゆっくり、のんびり歩
くだけでいい。いつもの世界が、こんなにも楽しいことで
あふれているー。

　

８
月
も
下
旬
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い

で
す
が
、
暦
の
う
え
で
は
秋
を
迎
え
ま
し

た
。
来
月
は
お
月
さ
ま
が
よ
く
見
え
る

十
五
夜
や
、
秋
分
の
日
、
敬
老
の
日
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
そ
の
中
の
敬
老
の
日
に
ち
な

ん
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
出
て
く
る
心
あ
た
た
ま
る
、
そ
し
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
し
て
し
ま
う
絵
本
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
よ
か
っ
た
な
あ
、
か
あ
ち
ゃ
ん
」

西に
し
も
と
け
い
す
け

本
鶏
介
／
文
　
伊い

藤と
う

秀ひ
で

男お

／
絵
　
講
談
社

　
公
園
に
遊
び
に
来
て
い
た
男
の
子
３
人

は
、
見
知
ら
ぬ
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ

ん
に
会
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
お
ば
あ
さ
ん

の
様
子
が
少
し
変
な
こ
と
と
、
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
過
去
の
悲
し
い
出
来

事
を
知
っ
た
３
人
は
、
そ
の
日
以
来
お
じ

い
さ
ん
た
ち
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
た
ち

の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
お
じ
い
さ
ん

が
１
人
で
公
園
に
あ
わ
て
て
走
っ
て
現
れ

ま
す
。
３
人
は
も
ち
ろ
ん
「
お
ば
あ
さ
ん

は
？
」
と
た
ず
ね
ま
す
が
…
。

「
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
か
お
」

天あ
ま

野の

祐ゆ
う
き
ち吉

／
文
　
沼ぬ
ま

田た

早さ

な

え苗
／
写
真

福
音
館
書
店

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
く
わ
ら
う
。
あ

ん
ま
り
わ
ら
う
と
、
な
い
て
る
み
た
い
だ
。

―
省
略
―
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
よ
く
ご
は

ん
を
こ
ぼ
し
て
し
か
ら
れ
る
。
わ
ざ
と
き

か
え
な
い
ふ
り
し
て
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
と
き
ど
き
と
お
く
を
み
て
い
る
。
な
い

て
い
る
と
き
も
あ
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

か
お
は
お
も
し
ろ
い
。」
―
本
文
よ
り
―

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

長は

せ

が

わ

谷
川
義よ
し
ふ
み史

／
作
　
Ｂ
Ｌ
出
版

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
っ

て
ど
ん
な
ひ
と
!?
」
こ
ん
な
素
朴
な
質
問

か
ら
、
と
き
は
遥
か
昔
へ
と
さ
か
の
ぼ
り

…
は
て
さ
て
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
!?

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
」

西に
し
も
と
け
い
す
け

本
鶏
介
／
作
　
長は

せ

が

わ

谷
川
義よ
し
ふ
み史

／
絵

鈴
木
出
版

　
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
風
呂
に

入
る
と
「
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
」
っ
て
言

う
。
今
度
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
温
泉
に
行
く

は
ず
だ
っ
た
の
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
…
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

大お
お
も
り森

真ま

き

の

貴
乃
／
作
　
ほ
る
ぷ
出
版

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
―
。
昔
か
ら
、
働
き
者

で
み
ん
な
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
み
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

大
好
き
で
す
。

■
ひ
ま
わ
り
号

　
８
月
は
お
休
み
し
て
い
た
移
動
図
書
室

ひ
ま
わ
り
号
が
９
月
か
ら
ま
た
町
内
を
巡

回
し
ま
す
。

　
大
き
な
字
で
読
み
や
す
い
本
、
ま
た
赤

ち
ゃ
ん
絵
本
や
季
節
の
本
な
ど
た
く
さ
ん

の
本
を
積
ん
で
走
り
ま
す
。
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

　
９
月
か
ら
、
図
書
室
に
あ
る
本
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
か
た
自
ら
が
あ
る
か
な
い

か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
検
索
パ
ソ
コ

ン
が
入
り
ま
す
。

　
お
目
当
て
の
本
を
探
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

短 歌

俳 句

砂
丘

五
月
晴
に
菖
蒲
に
小
菊
あ
し
ら
ひ
て

　
　
笹
ル
ス
カ
ス
の
曲
線
を
活
く	

涌
井
　
ユ
ミ

雨
や
み
て
ふ
た
た
び
鳴
け
る
蜩
の

　
　
甲
高
き
声
村
に
響
け
り	

関
谷
　
郁
子

目
の
前
を
駆
け
て
過
ぎ
た
る

　
　
立
ち
漕
ぎ
の
自
轉
車
に
や
や
遅
れ
風
来
る	

恩
田
　
久
美
子

苗
箱
を
雪
残
る
田
に
並
べ
た
り

　
　
湯
気
立
つ
白
き
芽
水
に
つ
か
り
て	

丸
山
　
直
子

思
ひ
き
り
カ
ー
テ
ン
を
引
く
七
月
の

　
　
朝

あ
し
た

の
風
に
ゴ
ー
ヤ
香
り
来	

小
野
寺
　
恒
代

立
葵
梅
雨
の
さ
庭
に
高
く
伸
び

　
　
母
の
命
日
に
さ
き
が
け
て
咲
く	

樋
口
　
康
子

ク
ロ
ア
チ
ア
の
赤
き
ポ
ニ
ー
は

　
　
鬣

た
て
が
み

を
風
に
靡
か
せ
天
翔
る
が
に	

上
村
　
ミ
ナ

朝
採
り
の
ア
ス
パ
ラ
の
旬
送
り
や
ら
む

　
　
よ
ろ
こ
ぶ
笑
顔
思
ひ
浮
か
べ
て	

内
山
　
キ
ク

大
杉
と
桜
の
古
木
切
ら
れ
た
り

　
　
わ
が
家
の
歴
史
又
一
つ
消
ゆ	

麻
績
　
初
恵

転
倒
と
い
ふ
突
発
の
不
幸
に
て

　
　
余
儀
な
く
一ひ

と
つ
き月
寝
た
き
り
と
な
る	

滝
沢
　
勝
枝

ふ
る
ふ
る
と
線
香
花
火
の
珠
お
ち
て

　
　
闇
に
も
ど
れ
ば
せ
つ
な
く
な
り
ぬ	

風
巻
　
京
子

体
内
に
冷
た
き
麦
茶
送
り
込
み

　
　
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
歌
稿
に
向
か
へ
り	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

「
森

ニ
タ
イ

枯
れ
海

ア
ド
イ

は
よ
ご
れ
大モ

シ

リ地
動
く
」ア
イ
ヌ
の
唄
を

　
　
し
み
み
に
聞
く
夜
半（
テ
レ
ビ
放
映
）	

鈴
木
　
綾
子

周
り
よ
り
徐
徐
に
溶
け
た
る
田
の
水
に

　
　
残
れ
る
雪
の
塊

か
た
ま
り

映
る	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

地
震
よ
り
早
三
ケ
月
池
に
入
る

　
　
濁
り
し
水
に
鯉
も
耐
え
お
り	

滝
沢
　
義
正

豪
雪
の
峠
の
山
は
大
地
震
に

　
　
木
立
も
ろ
と
も
崩
落
が
見
ゆ	

柳
沢
　
チ
ヨ

草
叢
に
消
え
て
は
光
る
淡あ

わ
あ
わ淡

と

　
　
蛍
飛
び
交
う
闇
夜
の
中
に	

富
沢
　
キ
ミ

柿
の
枝
葉
を
も
み
ゆ
す
る
涼
風
の

　
　
実
の
成
り
処
を
見
せ
て
過
ぎ
ゆ
く	

板
場
　
寛

震
災
も
水
害
も
し
ば
し
忘
れ
さ
せ

　
　
ひ
ま
は
り
の
花
と
蝉
鳴
く
声
は	

島
田
　
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

山さ
ん

中
ち
ゅ
う

に
入い

り
海う

み

の
日ひ

の
句く

会か
い

か
な	

千
年
雄

手て

作づ
く

り
の
帽ぼ

う

子し

も
並な

ら

べ
登と

山ざ
ん

宿や
ど	

れ
い
子

葉は

櫻
ざ
く
ら

や
昔

む
か
し

石い
し

け
り
し
た
広ひ

ろ

場ば	

し
げ
る

寝ね

不ぶ

足そ
く

に
朝あ

さ

か
ら
蝉せ

み

の
騒そ

う
ぞ
う騒
し	

渡
舟

登と

山ざ
ん

者し
ゃ

に
道み

ち

お
し
へ
飴あ

め

も
ら
ひ
た
り	

兎
月

初は
つ
ぜ
み蝉
の
声こ

え

ひ
と
し
き
り
峡か

い

の
宿や

ど	

妙

空う
つ
せ
み蝉
や
ど
こ
か
に
力

ち
か
ら

残の
こ

し
た
り	

貞

綿わ
た
す
げ菅
や
苗な

え

場ば

山さ
ん

頂
ち
ょ
う

風か
ぜ

の
道み

ち	

酔
花

葉は

桜
ざ
く
ら

や
湯ゆ

宿や
ど

と
な
り
し
廃は

い
こ
う
し
ゃ

校
舎	

房
良

Illust
Gallery
イラストギャラリー

たくさんのイラスト
ありがとうございました。

P.N ゆいなP.N 洸輝 P.N パンジー小太郎 P.N あいきP.N K 月やP.N まなか P.N あらた

● 

お
知
ら
せ 

●

広報ライブラリー
今月の１冊

8月 −葉
は

月
づ き

−
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ホ
タ
ル
の
殖
や
し
方
に
は
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
ホ
タ
ル
の
産
卵

場
を
保
護
す
る
こ
と
と
、
さ
な
ぎ
に
な
る
場
所

を
知
る
こ
と
、そ
れ
か
ら
エ
サ
の
発
生
を
促
す
こ

と
で
す
。

　
ま
ず
産
卵
場
を
保
護
す
る
方
法
で
す
。
産
卵

は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
で
、
水
辺
の
草
む

ら
や
コ
ケ
に
産
み
付
け
ら
れ
、
ふ
化
に
一
月
か

か
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
時
に
あ
ま
り
き
れ
い
に

除
草
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
６
月
上
旬
ま

で
に
除
草
剤
を
使
わ
ず
草
刈
り
機
で
飛
ば
し
て

お
き
、
７
月
い
っ
ぱ
い
は
除
草
を
が
ま
ん
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
８
月
の
盆
草
刈
り
で
済
ま
せ
ら

れ
れ
ば
最
高
で
す
。
除
草
剤
を
使
わ
な
い
こ
と

は
理
想
で
す
が
、
難
し
い
の
で
こ
の
時
期
を
外

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
さ
な
ぎ
に
な
る
場
所
は
水
底
か
ら
１

ｍ
以
内
の
柔
ら
か
い
土
の
中
で
す
の
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
が
高
け
れ
ば
い
く
ら
カ
ワ
ニ
ナ

が
い
て
も
幼
虫
が
登
れ
な
い
の
で
発
生
で
き
ま

せ
ん
。
町
内
の
各
地
に
は
カ
ワ
ニ
ナ
は
い
て
も

道
祖
神
⑵

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
石
仏
探
訪
を
楽
し
ん
で
い

て
、
道
祖
神
碑
と
対
面
し
て
い
る
時
間
が
多
く

な
り
ま
す
。
像
容
の
違
い
が
対
面
し
て
い
る
時

間
を
よ
り
長
く
し
ま
す
。

道
祖
神
の
像
容
が
、
多
様
に
造
形
化
さ
れ
て

い
っ
た
の
は
、
そ
の
地
域
の
人
々
の
道
祖
神
信

仰
に
よ
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
道
祖
神
信
仰

者
が
石
工
に
依
頼
し
て
、
道
祖
神
碑
を
建
立
す

る
に
し
て
も
、
人
々
の
道
祖
神
信
仰
の
影
響
の

大
き
さ
を
考
え
な
い
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
そ

う
考
え
る
私
は
、
そ
の
手
掛
か
り
を
得
る
た
め

と
し
て
、
像
容
の
違
い
を
よ
り
多
く
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

参
考
書
と
し
た
横
山
旭
三
郎
著
『
新
潟
県
の

道
祖
神
を
た
ず
ね
て
』
の
本
に
は
、
双
体
像
の

道
祖
神
の
像
容
に
つ
い
て
、
そ
の
違
い
を
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
並
立
像（
男
女
の
神
が
並
ん
で
立
つ
も
の
）

・
祝
言
像
（
男
女
の
神
が
徳
利
・
盃
を
持

つ
か
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
も
の
）

・
肩
組
み
像
（
肩
を
抱
き
合
う
も
の
、
又

は
肩
を
抱
き
手
を
つ
な
ぐ
も
の
）

・
握
手
像
（
手
を
つ
な
い
だ
り
、
手
を
合

わ
せ
る
も
の
）

・
抱
擁
像
（
抱
擁
す
る
か
、
接
吻
し
て
い
る

も
の
）

・
道
し
る
べ
像
（
道
を
指
す
か
道
し
る
べ

の
あ
る
も
の
）

・
其
の
他
（
高
砂
の
爺
、
婆
等
の
形
）

と
７
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
字
塔
に
つ
い
て
も
７
種
類
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
道
祖
神
の
文
字
を
彫
る
も
の

・
燈
六
神
と
彫
っ
た
も
の

・
祖
道
神
と
彫
っ
た
も
の

・
妻
の
神
と
彫
っ
た
も
の

・
塞
の
神
と
彫
っ
た
も
の

・
猿
田
彦
大
神
と
彫
っ
た
も
の

・
歳
の
神
と
彫
っ
た
も
の

と
あ
り
ま
す
。

（
注
　
燈
六
神
と
彫
っ
た
も
の
は
津
南
町
に

在
る
）

石
仏
探
訪
を
楽
し
ん
で
い
て
、
御
神
体
の
ほ

か
に
建
立
さ
れ
て
い
る
場
所
の
違
い
も
は
っ
き

り
見
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

津南町　前倉

道祖神（燈六神）

こ
の
条
件
に
合
わ
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
３
番
目
に
エ
サ
の
カ
ワ
ニ
ナ
に
つ
い
て
で

す
が
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
主
食
は
水
中
に
発
生
す
る

ケ
イ
藻
で
す
。
庭
の
池
に
木
や
石
が
沈
ん
で
い

る
の
を
触
る
と
表
面
が
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
が
ケ
イ
藻
で
、タ
ン
パ
ク
質
に
富
ん
だ

栄
養
と
な
り
ま
す
。
ケ
イ
藻
は
光
を
好
み
ま
す

の
で
、
川
岸
の
木
や
草
を
刈
っ
て
明
る
く
し
て

お
く
と
良
く
発
生
し
ま
す
。
水
温
は
冷
た
過
ぎ

ず
、
無
機
塩
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
水
が
良
い

よ
う
で
、こ
の
成
分
は
植
物
肥
料
の「
ハ
イ
ポ
ネ

ッ
ク
ス
」に
含
ま
れ
る
も
の
で
す
。一
番
簡
単
な

方
法
は
木
箱
を
庭
の
池
に
沈
め
て
お
き
、
中
に

カ
ワ
ニ
ナ
を
放
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
カ
ワ
ニ

ナ
は
５
月
か
ら
10
月
こ
ろ
ま
で
１
日
５
個
く
ら

い
稚
貝
を
生
み
ま
す
の
で
よ
く
増
え
ま
す
。

　
最
後
に
カ
ワ
ニ
ナ
も
ホ
タ
ル
も
よ
そ
か
ら
持

ち
込
ま
な
い
で
そ
の
場
に
い
る
も
の
を
増
や
す

こ
と
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。両
方
と
も
そ
の
場

固
有
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
お
り
、種
の
撹
乱
が
起

き
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

こ
こ
ろ
元
気
で
す
か
？

「
ス
ト
レ
ス
と
こ
こ
ろ
の
健
康
」

も
と
も
と
は
物
理
用
語
で
物
体

に
圧
力
を
か
け
る
と
ゆ
が
み

が
で
る
現
象
で
環
境
の
変
化
や
人
間

関
係
な
ど
の
圧
力
（
精
神
的
重
圧
）

で
心
や
か
ら
だ
が
ゆ
が
ん
だ
状
態
に

な
り
ま
す
。
刺
激
（
ス
ト
レ
ス
）
が

加
わ
る
と
、
こ
こ
ろ
は
緊
張
や
不
安

か
ら
い
ら
い
ら
し
、
落
ち
着
か
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
か
ら
だ
は
呼
吸

や
動
機
が
早
ま
り
血
圧
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
刺
激
（
ス
ト
レ
ス
）
が

な
く
な
る
と
こ
こ
ろ
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
気
持
ち
も
楽
に
ほ
っ
と
し
ま
す
。

か
ら
だ
は
呼
吸
や
動
機
が
ゆ
っ
く
り

に
な
り
血
圧
も
安
定
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
刺
激
が
加
わ
っ

て
い
る
緊
張
時
と
刺
激
が
な
く
な
っ

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
き
は
健
康

で
す
。と
こ
ろ
が
、刺
激（
ス
ト
レ
ス
）

が
強
す
ぎ
た
り
長
く
続
く
と
バ
ラ
ン

ス
が
乱
れ
て
、
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の

不
調
が
表
面
化
し
ま
す
。（
３
月
の

地
震
や
そ
の
後
の
余
震
な
ど
）
い
っ

ぽ
う
で
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
人
生
の

ス
パ
イ
ス
と
な
り
達
成
感
や
成
長
の

も
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
生
に
ス
ト
レ
ス
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
日
常
生
活
に
は
ス
ト
レ
ス
は
つ
き
も
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
（
家
庭
、
職
場
、
親
戚
、
地
域
な
ど
）
家
族
の
変
化
・
病
気
・
身
体
的
・

経
済
的
な
不
安
や
、
今
回
の
震
災
な
ど
の
生
活
の
大
き
な
変
化
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
今

月
の
い
き
い
き
大
好
き
津
南
町
コ
ー
ナ
ー
で
は
、こ
の「
ス
ト
レ
ス
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
っ
て
何
？

・心身の不調が続くときはからだとこころからの「休め」のメッ

セージです。休養しましょう。

・睡眠と食欲はバロメーターです。睡眠時間は個人差がありますが

６〜７時間は必要です。お酒は１日１合以内にしましょう。

・適度な運動をしましょう。

・好きなことをするとからだとこころが喜びます。自分へのごほ

うびをあげましょう。

・困ったときは早めに専門家に相談しましょう。

　皆さんの身近な相談の場に町の保健師や包括支援センターなど

にもお声かけてください。

■心理面

不安や感情のマヒ・睡眠障害・孤独感・

いらいら・怒りなど

■思考面

集中困難・思考力の低下・混乱・記

憶喪失・無気力など

■行動面

怒りっぽくなる・興奮・取り乱す・

閉じこもり・飲酒や喫煙の増加など

■身体面

頭痛・肩こり・倦怠感・だるさ・胃

のもたれ・下痢・食欲不振など

※ストレスはからだとこころの両方に

あらわれるが、どこに大きくでるか

は個人差があります。

◆ストレスのあらわれ方

　災害体験（生命の危険、悲惨な体験、

家財の喪失、生活環境の悪化、身近な

人の死）は急性ストレス反応がありま

す。異常な事態に対する当たり前の反

応です。不眠、不安、いらいら感、注意・

集中力の低下、さまざまな身体的訴え、

フラッシュバック（恐怖がよみがえる）

ことがあります。

◆災害後のストレス

◆心身ともに健康に暮らしましょう。

　ほとんどの場合は時間の経過（１〜２週間）で改善・回復します。なか

にはうつ病やアルコール依存症などの病気にすすむことがあります。

■災害後のストレスの対応として

・災害後のさまざまな反応は、異常な事態に対する正常な反応です。

　自分の気持ちやストレスに感じていることを素直に認めましょう。これ

は少しも恥ずかしいことではありません。つらい時はつらい。泣きたい

ときは泣く。溜め込まないようにしましょう。

・家族や友人などほっとできる人と過ごす時間をたいせつにしましょう。

　素直な気持ちを出すことで気持ちが整理されることがあります。

・自分の疲れをとるための時間をもつことが必要です。

　軽い体操、散歩、温泉なども効果があります。

・主治医や専門家に相談してみるのもよいことです。　

　相談することで前向きになります。

◆ストレスの回復

津南の自然 その349
（2011.8）

津南町のホタル事情⑤
ホタルの殖やし方

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

171



広報 18平成23年8月号19 広報 平成23年8月号

私と本との関わり、それは小学校の高学年までさかのぼ

ります。最初は偉人伝でした。よくあるでしょう野口英世

とか福沢諭吉などです。俗にいう「エライ人」の伝記です

ね。そればかり読んでました。そのせいかどうかわかりま

せんが人の名前、地名などに異常に興味を持つようになり

ましたね。住所録まで隅から隅まで眺め、会ったことのな

い人の名前と住所まで覚えていましたから、今ならストー

カーと間違われそうです。

そのうち友人の影響もあり推理小説にハマリ始めます。

シャーロックホームズなどの定番から入りました。ただ海

外のは登場人物を覚えるのが大変で徐々に日本のものに

シフトしていきました。漫画みたいに読めちゃうんです。

徹夜で読んだものがありました。その一冊が松本清張の「砂

の器」です。ベストセラーでもあり映画化もされたのでご存

じのかたも多いでしょうが上下巻二日で読んでしまいまし

た。舞台も東京から島根、秋田と全国に及び地名好きな私に

ピッタリでした。感性の敏感な中学時代に読んだこともハ

マッた一因だったのでしょう。その他にも学校で薦められ

たもの、何々文庫の百冊なども一応は読んでいました。

しかし、その当時はその良さが分からなかった。つまらな

かったです。単に難しい文章に慣れるという修行みたいな

ものでしたね。要はそこに書かれている背景を理解する知

識がなかったわけです。ガキだったんですね。それから三十

年以上経ちますがもう一度あの頃つまらなく感じた本を読

もうと最近思い立ち中古で手に入れ読み始めまています

が、これがおもしろいんです。

社会人となり親となりで多少大人になったんでしょう。

ただ思うんです。あの頃この本の価値がわかっていれば

もっと違った人間になれたのではと。それがいいか悪いか

は分かりませんけどね。でも昔の自分の考えを再発見し若

返ります。老人のつぶやきですね。

皆さんも自分のお子さんが読んでいる本をこっそり読ん

でみたらいかがでしょう。それをさりげなく会話に混ぜる。

見直されるかウザがられるか分かりませんが。

次は保健堂薬局の粉川英明さんをご紹介します。

「砂の器」
私が本と出会ったとき

本 と わ た し

紹介する本

−江村ひろみさんから

松本清張作（新潮文庫）

石
いしかわ

川　威
たけし

さん　（上郷逆巻）

津
南
産
農
産
物

　
　
　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

津
南
産
農
産
物
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
先
に
決
定
し
た
認
証
米
名
称
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
と
も

に
「
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
及
び
「
月
刊
公
募
ガ
イ
ド
」
で
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ

１
８
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
三
条
市
の
三
巻
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
農
林
産
物
販
売
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

農
産
物
販
売
会
議
は
、町
づ
く
り
検
討
委

員
会
に
よ
り
、津
南
産
の
農
産
物
に
つ

い
て「
津
南
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
た
ほ
う
が
良
い
」と
の
提
言
か
ら
、販
売

に
携
わ
る
団
体
、
町
内
集
出
荷
業
者
が
集
ま

り
、
有
利
販
売
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
22
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
構

成
メ
ン
バ
ー
は
津
南
町
農
業
協
同

組
合
、
津
南
町
森
林
組
合
、
㈲
大

地
、
㈲
フ
ジ
ミ
ヤ
の
４
業
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
基
幹
作
物
の
販
売

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
よ
り

津
南
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
な
が

ら
有
利
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
新
潟
県
内
へ
出
荷

す
る
場
合
の
運
送
業
者
を
統
一
す

る
こ
と
で
年
間
約
３
０
０
万
円
以

上
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

　　
今
回
決
定
し
た
農
産
物
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
今
秋
以
降
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
に
ん
じ
ん
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

な
め
こ
の
４
品
目
か
ら
使
用
し
、
今
後
徐
々

に
品
目
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
安
心
・
安
全
の
津
南
産
農
産
物
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
津
南
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

ロゴマークデザイン／新潟県三条市 三巻保征さん

紹介者　早河史恵さん（羽倉）

　食欲の落ちるこの季節、おつまみにも、はし休めにもな
るさっぱりとした和え物を2品ご紹介します。
＜材　料＞

　ミニトマト	アイコ…適量（好みの量）湯むきしておく

　えび適量（ゆでてカラをむき冷ます）

　梅干し２個（包丁で細かくたたく）

　しょうゆ…大１〜２

＜作り方＞

　ボールに梅干しと、しょうゆを入れ混ぜておく。そこにト

マトとえびを入れ、和え、冷蔵庫で冷やしていただきます。

＜材　料＞

　おくら…5本（ゆでて、細かく輪切り）

　大根（せん切り、生のまま使います）

　塩こんぶ…適量

　レモン汁…小さじ1〜2くらい

夏にオススメの２品

＜作り方＞

　ボールに全て入れて混ぜます。塩こんぶとおくらのネバ

ネバ感が後を引く美味しさです。

アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

●えびとトマトの梅あえ

●おくらと大根の塩こんぶ和え

Ｑ
１「
相
談
員
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ど
ん
な
思
い

で
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
私
自
身
結
婚
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
新
し
い
出
会
い
が
あ

る
か
な
ぁ
と
思
っ
て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。」

Ｑ
２「
出
会
い
の
き
っ
か
け
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
し
て
み
て
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
も
ー
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
！
津
南
に
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
お
ん
な
じ
世
代
の
人
が
い
る

の
か
っ
て
ホ
ン
ト
に
驚
き
ま
し
た
。」

★
さ
て
！
本
題
で
す
!!

Ｑ
３「
入
籍
し
た
て
の
Ｅ
子
さ
ん
♡
相
談
員
主
催

パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
会
っ
た
だ
ん
な
様
の
こ
と
を

パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
か
ら
い
ー
な
ぁ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
か
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
は
い
！
思
っ
て
い
ま
し
た
!!
で
も
…
落

ち
着
く
ま
で
に
は
や
っ
ぱ
り
色
々
あ
っ
て
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
け
ど
。思
い
起
こ
せ
ば
、最
初

か
ら
ス
テ
キ
な
人
だ
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し

た
。」（
だ
ん
な
様
も
そ
う
み
た
い
で
し
た
よ
♡
）

Ｑ
４「
ど
う
い
う
風
に
し
て
お
つ
き
あ
い
が
始
ま
り

ま
し
た
か
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
は
電
話
番
号
や
メ
ル

ア
ド
の
交
換
も
な
く
ど
ー
し
よ
ー
と
思
っ
て
た

ん
で
す
け
ど
、私
の
友
達
が
交
換
し
て
て
教
え

結婚相談員から

を込めて
愛

て
も
ら
っ
て
電
話
や
メ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
り

…
３
回
目
の
デ
ー
ト
で
し
っ
か
り
つ
き
あ
い
ま

し
ょ
う
っ
て
言
わ
れ
て
。で
も
知
ら
な
い
う
ち
に

だ
ん
だ
ん
連
絡
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
て
。そ
れ
が

…
あ
の
地
震
の
朝
に
一
番
に
メ
ー
ル
が
来
て
、心

配
し
て
く
れ
た
の
が
彼
で
…
。不
安
な
と
き
に
心

配
し
て
く
れ
る
人
っ
て
い
な
い
な
ぁ
っ
て
感
激

し
て
そ
こ
か
ら
ま
た
連
絡
取
り
始
め
て
今
度
は

し
っ
か
り
つ
き
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
～
と
い
う

経
過
が
あ
り
ま
す
。」

Ｑ
５「
結
婚
し
よ
う
と
決
め
た
一
番
の
理
由
は
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
こ
の
人
な
ら
苦
労
し
て
で
も
何
で
も

二
人
で
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
思
え
た
か
ら
か

な
？
そ
う
思
え
る
よ
う
に
彼
が
精
い
っ
ぱ
い

守
っ
て
く
れ
た
し
。」

Ｑ
６「
津
南
の
独
身
の
人
た
ち
へ
伝
え
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
…
」

Ｅ
子
さ
ん「
結
婚
し
た
ら
幸
せ
に
な
れ
る
と
ず
っ
と

思
っ
て
た
け
ど
、幸
せ
に
し
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な

く
て
、一
緒
に
苦
労
し
て
幸
せ
を
築
い
て
い
く
の

が
本
当
だ
し
、そ
う
い
う
相
手
と
結
婚
す
べ
き
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
出
会
い
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、だ
ん
だ
ん
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。」

Ｑ
７「
結
婚
相
談
員
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
は
？
」

Ｅ
子
さ
ん「
出
会
い
の
場
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。だ
ん
な
は
い
や
い
や
な
が
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
ら
し
い
け
ど
、い
や
い

や
で
も
と
に
か
く
自
分
で
動
か
な
く
ち
ゃ
何
も

始
ま
ら
な
い
で
す
よ
～
」

　
こ
れ
か
ら
も「
出
会
う
き
っ
か
け
」に
な
れ
ば
と

結
婚
相
談
員
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し
て
い
き
ま

す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
結
婚
へ
の
相
談
」も
各
相
談
員
が
承
り
ま

す
。お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
津
南
町
結
婚
相
談
員
事
務
局

　（
℡

：
７
６
５-

５
４
５
４
直
通
）

今月の結婚相談員コーナーは、昨年12月
に開催した「クリスマスパーティー」に参加してくださったか
たのインタビューをお送りいたします。参加した思い～結婚
に至った経過まで、幸せオーラがお届けできたらと思います。

Pen Relay



戸 籍 の 窓

相田陽
ひ な た

向（大割野）	 昌行さん

	 多香子さん

村山花
か ほ

歩（小池）	 祐樹さん

	 優花さん

髙石　空
そら

（東京都）	 啓仁さん

	 彩さん

川井俊道さん	 （65歳・卯ノ木）

栁沢フミオさん	 （84歳・卯ノ木）

小野塚トミさん	 （85歳・辰ノ口）

桑原由美子さん	 （53歳・貝坂）

口哲也さん（反里口）

山田笑子さん（陣場下） ｝
河村優太さん（十二ノ木）

山田夏希さん（十日町市） ｝
熊木圭太さん（十日町市）

山田雅子さん（亀岡） ｝

■人口10,965（1）　男5,353（−1）　女5,612（2）

■世帯数3,652（−1）　■転入／ 20　■転出／ 16　■出生／ 5　■死亡／ 8　■婚姻／ 78月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　
７
月
の
豪
雨
後
に
県
の
防
災
ヘ

リ
に
乗
っ
て
、町
内
を
ま
わ
り
豪
雨

と
地
震
に
よ
る
山
く
ず
れ
の
被
害

を
確
認
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
な
の

で
、町
の
景
色
も
た
く
さ
ん
撮
り
ま

し
た
の
で
機
会
が
あ
れ
ば
使
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　夏の繁忙期からいよいよ秋の収穫シーズンに突入。秋なら

ではのおもしろ体験、ドキドキ体験をただいま企画中です。

スケジュールはＨＰでご確認ください。

http://www.najomon.com/

○秋季企画展　植物繊維を「編む」
－アンギンの里・津南の編み技術と歴史－
9月3日㈯～ 11月13日㈰

　苗場山麓に広がる落葉広葉樹の森、人々は遥か縄文の時代

から、その身近で豊富な植物を利用していました。縄文時代

から続く編み技術に「アンギン」があります。このアンギン

は津南町で再発見され、技術が解明されました。約 7000 年

前の縄文土器の底部からは、アンギンの痕
あ と

が見つかっています。

本展示では、「編む」に焦点をあて、古今の植物利用とその編み技術、民具資料、

考古資料及び現生標本などを展示します。

美しい「編む」世界をご覧ください。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
東
日
本
大
震
災（
長
野
県
北
部
地
震
）で
被

災
し
た
栄
村
と
津
南
町
の
全
て
の
集
落
を
つ
な
ぐ
駅
伝
が
行

わ
れ
ま
し
た
。集
落
を
つ
な
ぎ
、み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
、こ

の
震
災
を
乗
り
越
え
よ
う
!!（
関
連
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ー
ジ

：
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■
日
時
　
８
月
27
日
㈯
　
午
後
12
時
20
分
〜
受
付

■
内
容
　
授
業
参
観
・
授
業
体
験（
小
学
生
対
象
）・
説
明
会
・

　
　
　
　
部
活
動
見
学
等

※
昼
食
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス（
無
料
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
立
　
津
南
中
等
教
育
学
校

　
℡
７
６
５-

２
３
１
５

　今年の夏も学校や、学年行事などたくさんの団体様からなじょもんをご利

用いただきました。この場を借りて御礼申し上げます。

　引き続き、常時団体様の体験学習を受け入れていきますので、今後ともご

利用ください。

※なじょもんを利用希望の団体様は、がむしゃら塾スケジュールとは別に新

たなプログラムを組みますので、いつでも遠慮なくご一報ください。

　TEL：025-765-5511

● ご 報 告 ●

　アンギンとは、カラムシやアカソの茎から取り

出した繊維を糸にして、編んだものです。

　アンギン編み台（写真下）を使って、縦糸と横糸

を組み合わせて編みあげていきます。

　アンギン袖なし（写真左）は、作業着として、山

着物の上に着ていました。


